




























8．TPAMフリンジ
東京芸術見本市2005の開催期間の前後に行われる公演をTPAMフリンジとして、TPAM参加者にフルサイズの公演を観劇する機
会を設けた。フリンジ参加団体には、東京芸術見本市のチラシ、ウェブサイト、メールにて公演情報を告知し、国内外の参加者に割引
券・招待券を提供することによって各団体を紹介した。

●サルヴァニラ　『+813』 ／ 『.JP』
日時：『+813』9月7日［水］・8日［木］・10日［土］19：00／11日［日］17：00
　　　『.JP』9日［金］17：30
会場：BankART Studio NYK

●愛知芸術文化センター　『ダンスオペラ UZME』
日時：9月10日［土］ 17:00／11日［日］ 14:00
会場：愛知県芸術劇場大ホール

●パパ・タラフマラ　『三人姉妹』
日時：9月10日［土］ 16:00, 20:00 ／11日［日］ 14:00, 18:00
会場：スタジオSAI

●ARIGA 10 MUSIC　『ZIPANG with アフリカの演奏家達』
日時：9月12日［月］ 開場19:00, 開演19:45／15日［木］ 開場 18:45, 開演19:45
会場：［12日］代官山Art Stage Birth ［15日］SOMEDAY

●財団法人 日本伝統文化振興財団　

『上原まり　連れ琵琶 清盛』　『若林美智子　哀の調べ～風の盆より』
日時：『上原まり　連れ琵琶 清盛』　9月14日［水］19:00
『若林美智子　哀の調べ～風の盆より』　9月15日［木］19:00
会場：国際交流基金フォーラム

9．提携事業
「日本の音フェスティバル in 会津」と「第３回ダンス・フォーラム― pointe to point」と事業提携した。「日本の音フェスティバル in 
会津」においては、邦楽と邦楽器について広く知ってもらう為に、TPAM参加者のなかで希望者を募り、会津までのツアーを組みフ
ェスティバルに参加した。「第３回ダンス・フォーラム― pointe to point」においては、ワークショップの成果としてのショーイング
を行い、TPAM参加者に観劇の機会を提供した。

●日本の音フェスティバル2005 in 会津
主催：社団法人日本音楽著作権協会（JASRAC）　助成：社団法人私的録音補償金管理協会（sarah）
共催：会津若松市／会津若松市教育委員会　制作：邦楽ジャーナル

日時：9月10日（土）10:00～20:40／9月11日（日）10:00～18:00
会場：福島県会津若松市　鶴ヶ城ほか会津若松市内
入場料：無料　来場者数：5,500人

●第３回アジア－ヨーロッパ ダンス・フォーラム
   ― pointe to point
主催：アジア欧州基金（ASEF）　協力：東京ドイツ文化センター

日時：9月13日（火）20:00
会場：国際交流基金フォーラム 
入場料：無料　来場者数：300人

10．提携公演
ブース・プレゼンテーションにも参加した「こまばアゴラ劇場」の具体的な活動として、こまばアゴラ劇場支配人である平田オリザ
氏の戯曲『S高原から』を若手演出家4人によって再構成した『ニセS高原から』の連続上演を提携公演として紹介した。TPAM参加者
には、チラシ、ウェブサイト、メールにて情報告知し、国内外のプロデューサーなどには招待券を提供し、演出家4人による4作品をそ
れぞれ観劇してもらう機会を創出した。

●ニセS高原から～『S高原から』連続上演
主催：（有）アゴラ企画・こまばアゴラ劇場
企画制作：五反田団・蜻蛉玉・三条会・（有）アゴラ企画・こまばアゴラ劇場

日時：8月28日（日）～9月27日（火）14:30／19:30
会場：こまばアゴラ劇場

TPAMfringe
Coordina�edEven�s
Coordina�ed

Performances
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11．パブリシティの記録
　　【記事掲載】

■新聞

日本経済新聞                                  　　　　　　　　　　　　　　　　  8/31（水）朝刊掲載

読売新聞                                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9/3（土）夕刊掲載

共同通信                                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9月頭配信

朝日新聞                                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9/7（水）朝刊掲載

東京新聞                                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9/7（水）夕刊掲載

神奈川新聞                                   　　　　　　　　　　　　　　　　　 9/8（木）掲載

しんぶん赤旗                                  　　　　　　　　　　　　　　　　  9/9（金）掲載

上毛新聞（群馬県）                                  　　　　　　　　　　　　　　  9/10（土）掲載

日本経済新聞                                  　　　　　　　　　　　　　　　　  9/29（木）夕刊掲載

CUT IN 表現を発見する小劇場の新聞                                　　　　　　  Vol. 42／9月号掲載

CUT IN 表現を発見する小劇場の新聞                                　　　　　　  Vol. 43／10月号掲載

■雑誌 他

バチ2　津軽三味線と太鼓の情報誌 （邦楽ジャーナル発行）                       7/28発行8月号掲載

邦楽ジャーナル（邦楽ジャーナル発行）                                                    8/1発行8月号掲載

toward FORUM（東京国際フォーラム発行）   　　　　　　　　　　　　  8/1発行 9・10月号掲載

美術手帳（美術出版社発行）     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  7/19発行8月号掲載

Quick Japan（太田出版発行）     　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8/27発行Vol. 61掲載

流行通信（INFASパブリケーションズ発行）           　　　　　　　　　　  8/27発行10月号掲載

バチ2　津軽三味線と太鼓の情報誌 （邦楽ジャーナル発行）　　　　　　　8/28発行9月号掲載

DDD dancedancedance（フラックス・パブリッシング発行）         　　　 9/1発行9月号掲載

シアターガイド（モーニングデスク発行）    　　　　　　　　　　　　　　9/2発行10月号掲載

relax（マガジンハウス発行）             　　　　　　　　　　　　　　　　　9/6発行10月号掲載

STUDIO VOICE（INFASパブリケーションズ発行）   　　　　　　　　　　9/6発行10月号掲載

バチ2　津軽三味線と太鼓の情報誌 （邦楽ジャーナル発行）　　　　　　　10/28発行11月号掲載

■英字雑誌

メトロポリス（Crisscross KK発行）            　　　　　　　　　　　　　　9/9発行 第598号掲載

 
 

■ウェブサイト

DANCE CUBE チャコット　　web magazine（株式会社チャコット運営）

OzArts online（The Australian International Cultural Council [AICC] 運営）

TOKYO ART INDEX（東京都運営）

TonTon club　人生のセカンドハーフを愉しむサイト（株式会社ジャパンマテリアル運営）

REAL TOKYO（REAL TOKYO運営）

clubberia Dance Music Archives（株式会社クラベリア）

【広告】

Quick Japan（太田出版発行）     8/27発行Vol. 61掲載

【当日取材】

●瀬崎久見子氏（日本経済新聞 文化部 記者）

「美術館におけるパフォーマンスの可能性」セミナー取材

掲載：同紙9/29（木）夕刊

●池林国男氏（NPO法人日本アーツセンター　事務局長）

「劇場の機能と役割」セミナー取材

掲載：「アーツ」Vol.3（2006年1月発行）

●有岡三恵氏（新建築社発行「新建築」編集者）

●野澤氏（共同通信社 文化部　記者）

●坪池栄子氏（株式会社文化科学研究所客員プロデューサー）

吉田恭子氏、ピルエッタ・ムラリ氏取材

掲載：「地域創造レター」10月号（9/25発行）他

●西谷美緒氏

エンリク・パラウ氏取材

掲載：ウェブサイト「クラベリア」
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12．掲載記事

朝日新聞　2005年9月7日　朝刊 東京新聞　2005年9月7日　夕刊
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CUT IN 表現を発見する小劇場の新聞 Vol.43　2005年10月号 CUT IN 表現を発見する小劇場の新聞 Vol.43　2005年10月号
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CUT IN 表現を発見する小劇場の新聞 Vol.43　2005年10月号 バチ2　津軽三味線と太鼓の情報誌　2005年10月28日発刊　11月号
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東京芸術見本市2005／インターナショナル・ショーケース2005

〈事務局スタッフ〉
事務局長    　　　　　　　　　　　　　　 中根公夫
副事務局長    　　　　　　　　　　　　　　 田村光男
副事務局長／プログラム・ディレクター 丸岡ひろみ
ディレクター［ショーケース担当］ 小沢康夫
ディレクター［国際プログラム担当］ 大原典子
広報  　　　　　　　　　　　　　　   中島香菜
スタッフ［国内プログラム担当］ 　　　　　久保田夏実
アシスタント・プログラム・ディレクター 桑原綾子
経理　　　　　　　　　　　　　　　　　　 秦かおり
スタッフ　　　　　　　　　　　　　　　　 関 朝子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

総合舞台監督・会場設営：飯田幸司（海藤オフィス） 
舞台設営：C-COM
舞台監督：山口賢一、坂本 洋
照明・関口裕二（バランス）
音響：金子伸也
受付統括：山下陽子、楢崎由佳
技術協力：筒井真佐人（DANCE AND MEDIA JAPAN）
ショーケース協力：中村茜、クドウヒロミ
協力：奈良岡江里、亘理千草、黒田裕子、塚口麻里子、菊池理恵、西須沙織

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

アート・ディレクション：栗林和夫（クリ＋グラフィック）
デザイン：クリ＋グラフィック
Webスタッフ：吉田圭（クリ＋グラフィック）、有瀧敬之（エフ・ディ・エス）、小嶋 優（Jimanica）、大谷有生
通訳：イディオリンク株式会社、川口隆夫
翻訳：アダム・ブロノフスキ、近藤聡子、新井知行
旅行アレンジメント：株式会社日本旅行 片山和哉
印刷：株式会社雄進印刷 深川竜太

記録
写真撮影：宮内　勝
ショーケースビデオ撮影：DVD編集；新井知行

編集発行　東京芸術見本市事務局　
発行日2005年12月
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『05年9月14日・音響派コンサート評』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャズ評論家 : 副島輝人

14日夜、丸ビルの7Fホールで四つの音響派が集合したコンサートがあった。丸の内といえば日本の大企業の集う中枢の地で、皇居
にも近い。そんな処で音響派の大掛かりなコンサートということ自体が、まず楽しい。この夜のディレクターが伊東篤宏だったとい
うのが良かった。TPAM企画の幾つかのコンサートを観たが、四つのグループの選定と出
演構成が抜群だった。

最初は一楽儀光の「ドラびでお」。ドラムとコンピューターを連結させ、スティックを振り下ろす毎に映像が変わる。つまりテープレ
コーダーの早送り、一時停止、巻き戻しなどの操作を、ドラミングで行っていると考えればいいだろう。一楽は音で映像を動かすこ
とを考えたのだ。またその逆に、映像の動かし方を工夫することによってサウンドが作られる場合だってあるだろう。音楽と映像の
可逆反応。二つのメディアを対峙・交流させる思い切った実験精神が見られる。スクリーンに映っているピアニストとの架空のデュ
オでは、互いの音に支配され、また支配する面白さ。最近、サイレント映画を上映しながら、その傍らで即興演奏するのが流行ってい
るようだが、一楽の発想は、それを一歩踏み越えたものといえる。この夜のパーフォーマンスでは、後半のドラマティックなテーマ
を持つものの方が、明日への可能性があるのではないかと思った。

秋山徹次とは個人的にも長い付合いで、彼がいろいろな表現方法を持っていることは知っていたが、この夜はギター・ソロで登場し
た。フリージャズに影響されて音楽を始めた秋山だが、演奏の表向きにはロックあるいはロックンロールの衣装を纏っていた。基本
的にはミニマル・ミュージックで、その中で幾つもの異なる顔を提示している。ミニマルがしつっこく繰り返される中に、人声が聴
こえてくる。思わず秋山の口元に眼をやったが、動いていない。そうか、倍音のメソッドだなと思う中に、人声は複数になり、コーラ
スのようにも聴こえて来た。つぎの曲では、同じく倍音を使ったやり方で見事にホーメイ的な効果をアピールする。また、ミニマル
で二つのリズムを並行させて、その一つをゆっくりズラセて遅らせていく。最高のテクニックで、一つのサウンドの中に二つの時間
が流れているのだ。僕は、秋山のギターが好きだ。

恩田晃はカセットデッキをだけを使って、音の記憶をモティーフにしたパーフォーマンスを展開する。ゴーッという音に混じって
キ、キ、と高音が聴かれる。それがゆっくりゆっくりとカメラのフォーカスを合わせるように音が整合されていくと、川の流れと鳥
のさえずりに聴こえてくる。この場合、音が整合されたのか、私の聴覚がそのように捉
えてしまったのか?　いずれにしても、私の記憶の中にある一つの風景、それは一枚の写真のように、過去が甦る。あぁ、これは眼を
つぶって聴く音創造だなと思って、私は眼を閉じる。恩田の意図なのか、私の空想なのか。瞼の裏側に次々に音による写真が提示さ
れ、私は耳の中でそれを視ている。都市の風景、海の中で小魚の群れが大きな魚に追われで逃げまどう様子------。聴き手もまた、自
由な空想、妄想の海を存分に泳がせてもらった。

伊東篤宏のオプトラム(蛍光燈による音と光のパーフォーマンス)を聴き、また観るとき、いつも私は20年前のメールス・ジャズ祭で
初めてクリスチャン・マークレイのターンテーブル・パーフォーマンスに接した時のことを思い出す。あの頃、ターンテーブルを楽
器として<演奏>するなどということは、誰も想像すらしていなかった。あの時の驚きと興奮は、今でも身体の中に残っている。初め
てのオプトラム演奏でも同じ思いをしたものだ。マークレイも伊東も、共に美術家出身である。どこかノスタルジックな優しさを持
った音は、あの幽かなジーという蛍光燈の低周波をアンプで増幅し、入力するボルトを変えると音程も変化する。そして不規則に明
滅する光は観客に向けられた暴力的なアプローチ。物を見るための道具である蛍光燈が、人を刺す光りにも変身している。その横で
、進揚一郎のドラムがアグレッシヴに走っている。我々の大脳が撹拌され、それが私のような前衛志向者には心地よい。オプトロン
は以前より音楽的になって、時にはメロディックな感じさえする。

こうしたコンセプチュアルな超ジャズを聴く楽しみは、聴こえてくる音楽の内部のコンセプト、イメージ、メソッドを読み取ろうと
することにあり、いわば表現者と聴き手の闘い(ゲーム?) で、聴き手の唯一の武器は想像力となる。かつて日本のスーパー・ジャズ
ドラマー富樫雅彦は「ミュージシャンの創造と、観客の想像がぶつかった時、音楽は最高のものとなる」と云った。その通り ! 　そし
て私にその後を云わせてもらうなら、創造と想像は同じ貨幣の表裏なのだ。だから聴き手としては、出てきた表現からメソッドへ、
メソッドからコンセプトへという回路を辿るのが最高の楽しみとなるのである。

ソーシャル・ネットワーキングサイトmixi（ミクシィ）　ブログより


